
　一般社団法人福井県眼鏡協会によ
る、めがね好きのための、めがねづくしの
イベント「メガネフェス」が、今年も9月19
日・20日の2日間、福井県・鯖江市にある
めがねミュージアムと周辺の特設会場で
開催される。時間は10時～20時（最終
日は16時まで）、入場無料（雨天決行）。
　めがねフェスは「めがねよ、ありがと

う」を合言葉に、全国からめがね好き
が集まるめがねの感謝祭で、10年以
上にわたり開催。今年のテーマは
「Global Vision, Local Fun―世界
はめがねで踊り出す！」。
　産地が培ってきた技術や文化、もの
づくりへの情熱を発信するとともに、め
がねを通じて人と人、人と地域、そして

地域と世界をつなぐ場を目指す。めがね
供養を中心に、産地の最新のめがねが
並ぶ Meet!Meet!Megane! や、めがね
ステージ、めがねグルメ、めがねグッズ販
売など、めがねづくしの唯
一無二のイベントになって
いる。
　また、産地活性化にも繋
がる活動が評価され、
2018年にグッドデザイン
賞を受賞している。

「めがね供養」
　使わなくなっためがねを集め、一堂
に供養する。賛同した全国の眼鏡店に
「めがねよ、ありがとうBOX」を設置し、
使わなくなっためがねを回収。集めら

れためがねは、開発途上国、後発発展
途上国などに寄付する予定だ。

「メガネ作り体験マイクラフト」
　昨年大好評だったメガネ作り体験。
めがねにまつわるプロ集団、眼鏡工業
組合青年部会が子どもたちにめがね
づくりの楽しさを伝授！フレームの研磨
体験、レンズの染色体験、レンズへの
レーザー加工体験、部品の組み立て

体験など、世界トップクラスの仕事を本
物の技術者と体験し、自分だけのめが
ねやサングラスを作る。しっかり働いた
後は、お給料（フェスで使用できる金
券）がもらえる。

　宝飾・時計・メガネ、きもの、寝具に
特化したマーケティング・企画広告会
社「㈱ＰＲ現代」（東京・日本橋）は、主
宰する宝飾小売業経営者が集うマー
ケティング研究会「JMG（ジュエラー

ズ・マインドグ
ループ）サマー
フ ォ ー ラ ム
2026 宝石商・
櫻井彩子さん
に学ぶ、信念と
美意識のお客

様づくり」を８月５日にリアル開催した。
　今回のテーマは「宝石商としての信
念と、お客様に愛される宝石の届け
方」。講師として宝石商・櫻井彩子氏が
登壇した。

　スタートアップではJMG会長の花島
路和氏の、櫻井氏は将来この業界を変
えて行く人だと注目していたとの話か
ら。顧客の心を掴む櫻井氏に学び、こ
れからの宝石業界がよくなるようにと
参加者の協力を呼びかけた。
　櫻井氏の講演では「お客様を待たな
い。選ばれる理由を自らつくる」という
姿勢に基づく、宝石商としてのフィロソ
フィーが語られた。
　発信の出発点にある美意識の一貫
性と、ブランドの本質、コロナ禍の年商
約10億円からポップアップへの転換、
「ウィッシュリスト」接客と「購入後の活
用まで考えるお見立て」という実践手
法などを具体的に紹介。さらに地域店
への三つの提言を紹介。一つ目は、顧

客をもっと知ること。二つ目は、発信を
習慣にすること。三つ目は、顧客を待つ
のではなく、探しに行くこと。これらにつ
いて詳細に語り、最後に「発信は販促
ではなく経営活動そのもの」というメッ
セージで締め括った。
　次回のJMG秋の定例研究会は10
月14日（水）、「お客様づくりとブランド
戦略を再点検・再構築しよう」を開催
する。
　詳細はこちらのサイトから＞＞
https://pr-g.jp/news/261014-2
　JMGは現在、全国の宝飾店52社が
加盟。PR現代（下島仁社長）は、宝飾
小売業を対象にJMGへの入会を受け
付けている。詳細はPR現代 ジュエリー
事業部まで。TEL 03-3639-1253 。
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　8月26日～28日
までの3日間、東京
ビッグサイトで開
催される日本最大
級のBtoBジュエ
リー展示会「Jap
an Jewellery -
Fair 2026」は、主
催者であるイン
フォーママーケッ
ツジャパンが、新
たな経営体制のも
と、長年にわたり

商談機会の創出と業界活性化に貢献し
てきた、日本国内外のジュエリー業界を
つなぐBtoB展示会を継続しつつ、国内
外のバイヤーと出展社を結ぶビジネス
プラットフォームとしての役割をさらに強
化するとともに、教育コンテンツや特別
企画の充実を通じて、業界の持続的な
発展に寄与していくことを目指す。
　新社長のジェームス・ソバック氏は
「私たちインフォーママーケッツジャ
パンの使命は、世界各地の政府戦略や
企業の取り組みと歩調を合わせ、産業
の成長を牽引しながら次世代のリー
ダーを育むことにあります。この使命の
もと、インフォーマのグローバルネット
ワークの一員として産業の発展を力強
く後押しする世界水準の国際展示会、
コンファレンス、業界専門誌など、業界
が必要とする様々なビジネスプラット
フォームを日本市場に提供していま
す。その活動の中心にあるのは『人を
つなぐ力』への確信です。人々が出
会い、アイデアを交換し、イノベー
ションを生み出す関係を築くときに
生まれるセレンディピティ『想定を超
えた可能性と成果』の力を大切にし
ています。私たちは国内市場とグ
ローバル市場における経験とネット
ワークを最大限に活用することで、
日々ダイナミックに変化するビジネス
環境において皆様の事業をサポート
します。日本、そして世界でビジネス
のつながり、パートナーシップ、そして
持続可能な未来をともに築いていき
ましょう」と意気込みを語っている。

　その言葉通り、今年のJJF2026
では、中国最大手ジュエリー企業の

周大福の越境
EC責任者が来
日し、越境EC
の波にジュエ
リー業界はどう
向き合うかに
ついて、海外展
開のリアルな
話が聞けるセ

ミナー（8月26日）をはじめ、世界的鑑
別機関IGIのリージョナル責任者の沈
勇恩氏が来日し、急拡大するラボグロ
ウンダイヤモンド市場の現在地と日本
市場のポテンシャルについて、日本ラボ
ラトリーグロウンダイヤモンド協会の伊
藤拓也代表理事とともに語り合うセミ
ナー（8月26日16時20分～）や、真珠・
カラーストーンの最新知見、伝統技術
の継承など、国際的な視点を取り入れ
た業界必見の内容など、3日間を通し
て全13セッションのセミナーとイベント
を揃えている。

未来の担い手へ―
学生向けセミナーを3日目に開催

　さらに、今年度より未来の人材育成
に携わる位置づけとして、ジュエリーや
ファッション学校の学生の来場を積極
的に歓迎する。【学生訪問歓迎企業】と
して30社以上が事前に登録し、学生の
ブース訪問を促し、ジュエリー業界を
知ってもらうための機会を提供する。
　加えて、3日目のセミナーとしては、会
社員を経て独立したniin jewelryと
ネットジャパンの学生向けセミナーを2
セッション用意。ジュエリー業界を選ん
だ経緯や現在の仕事など、ジュエリー
業界での就職を目指す学生にとって、
リアルな情報収集の場に活用できる。

珊瑚と真珠

　また、高知県の伝統的特産品である
「宝石珊瑚」の魅力や文化的・学術的
価値を広く発信する、日本珊瑚商工協
同組合による特別展示が実施される。
　赤珊瑚、桃珊瑚、白珊瑚などの原木
展示をはじめ、原木からジュエリーへと
加工される工程、工芸品やジュエリー
作品などを展示。さらに、来場者参加
型として「宝石珊瑚 名作コンテスト」も
開催される。8月28日13時20分からは
「宝石珊瑚の生態と資源管理 ～海の
宝石を未来へつなぐ化学～」をテーマ
としたセミナーも開催される。
　8月26日15時15分からは、日本真
珠振興会による、アコヤ真珠の魅力を
世界市場に向けて発信することを目的
としたセミナーが開催される。
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